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１ 特許出願に必要な書類 

（１） 願書、明細書、特許請求の範囲、図面、要約書 

（２） 書式 ［資料１］ 参照 

☞／特許について／出願に関すること／出願の手続 

（３） 書式についての規則 

１ 用紙は、Ａ４サイズを縦長にして用いる 

２ 余白は少なくとも用紙の上に６ｃｍ、左右及び下に各々２ｃｍとる。

左右については２．３ｃｍを超えないこと。 

３ 左横書とし、１行は４０字とし、１ページは５０行以内とする。 

４ 文字は、１０～１２ポイントまでの大きさとする。 

また、【 】や▲、▼は、決められた時以外は用いてはならない。 

５ 図面は横１７０ｍｍ×縦２５５ｍｍの範囲内で描く。 

６ 異なる図番の図を横に並べてはならない。 

７ 要約書の文字数は４００字以内。 

（４） 記載内容についての一般的注意 ［資料２］（公報例）参照 

  １ 従来技術→課題→手段のストーリーに着目 

  ２ 実施例は具体的に詳しく（補正の幅を広げる） 

  ３ 単文の羅列でよい（シンプルで誤解のない文章） 

  ４ 主語を明確に 

参考文献：日本語の作文技術（朝日文庫） 本田勝一 

 

２ 明細書、特許請求の範囲に関する法上の要件 

☞／特許について／基準・便覧・ガイドライン／特許・実用新案審査基準／第 1 章 

（１）明細書 

当業者が発明の実施をすることができる程度に明確かつ十分に記載（特

許法 36 条 4 項）（実施可能要件） 

（２）特許請求の範囲 

発明の詳細な説明に記載したもの（特許法 36 条 6 項１号） 

特許を受けようとする発明が明確であること（特許法 36 条 6 項 2 号） 

単一性（共通の技術的特徴）があること（特許法 37 条） 
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３ 特許請求の範囲の書き方 

（１）カテゴリーの選択…物、方法、物の生産方法（特許法 2 条 1 項３号） 

（２）独立項と従属項…シフト補正（特許法 17 条の２第 4 項）を意識 

      重要な要素ほど上位の請求項に記載 

（３）権利範囲を広く ［資料３］参照 

（４）具体的な記載方法 ［資料４］参照 

   ・○○であって、＊＊と、＋＋と、＃＃とを備える○○。 

   ・各用語に不必要な修飾語をつけない 

   ・使い慣れている用語こそ要注意！…曲率／曲率半径、社内用語など 

   ・観念的な言葉は使わない…大きい／小さい、通常より少ないなど 

   ・構成要件同士の関係を明確に 

   ・作用効果の主張に必要な要素は必ず記載 

   ・頭を冷ましてから、ひねくれて読んでみる 
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【ワーク１】 

１ 資料４（４）は、被覆冷菓(1)～(3)、被覆冷菓の製造方法(4)で権利化されて

いますが、他に、どんな物または方法での権利化が考えられるでしょう？ 

 

 

 

 

２ 次の請求項を、それぞれ「○○であって、＊＊と、＋＋と、＃＃とを備え

る○○。」の形に書き換えて下さい。 

（１）資料４（７）「仏壇」 

 

 

 

 

 

 

（２）資料４（８）「格闘技用リング」の請求項１ 

 

 

 

 

 

 

（３）資料４（９）「ミュージシャン及びダンサー用電子時計」の請求項１ 
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【ワーク２】 

 

上記発明に対して、出願できそうな特徴を、いくつか列挙し、 

それに対応する従来技術、課題を挙げて下さい。 

特徴   従来技術   課題 

○○という点  ・・・・・であった。  ・・・・・ 
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(57)【要約】
【課題】  縄跳び遊びを続けながら、自分が正しいタイ
ミングで縄を跳んでいることを認識することができる縄
跳びを提供する。
【解決手段】  電子回路を内蔵する縄跳びであって、一
端及び他端を有する縄と、縄の一端に接続された第1グ
リップと、縄の他端に接続された第２グリップとを備
え、第１グリップは、第１グリップに対する縄の回転を
検出する検出部と、予め定められたテンポに基づく第１
音と、検出部が縄の回転を検出するタイミングに基づく
第２音とを発生する発音部とを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  縄の両端にグリップが設けられた縄跳び
であって、
一方の前記グリップは、
当該グリップに対する前記縄の回転を検出する検出部
と、
予め定められたテンポに基づく第１音と、前記検出部が
前記縄の回転を検出するタイミングに基づく第２音とを
発生する発音部とを有することを特徴とする縄跳び。
【請求項２】  前記発音部は、前記第１音として予め定
められた協和音に含まれる一の音を発生し、前記第２音
として前記協和音に含まれる他の音を発生することを特
徴とする請求項１に記載の縄跳び。
【請求項３】  前記発音部は、前記予め定められたテン
ポに対応する周期で前記第１音を発生することを特徴と
する請求項１に記載の縄跳び。
【請求項４】  前記発音部は、前記第１音として、前記
予め定められたテンポに基づく楽曲を示す音を発生する
ことを特徴とする請求項１に記載の縄跳び。
【請求項５】  前記検出部が前記縄の回転を検出する周
期と、前記予め定められたテンポに対応する周期との一
致度を算出する一致度算出部を更に有し、
前記発音部は前記一致度に基づく音を発生することを特
徴とする請求項１に記載に縄跳び。
【請求項６】  前記発音部は、前記一致度に基づく音声
を発生することを特徴とする請求項５に記載の縄跳び。
【請求項７】  前記発音部は、前記検出部が前記縄の回
転を検出してから前記予め定められたテンポに対応する
時間が経過した後に前記第１音を発生することを特徴と
する請求項１に記載の縄跳び。
【請求項８】  縄の両端にグリップが設けられた縄跳び
であって、
一方の前記グリップは、
当該グリップに対する前記縄の回転を検出する検出部
と、
前記検出部が前記縄の回転を検出する毎に、前記検出部
が当該回転を検出する周期と、予め定められた周期との
一致度を算出する一致度算出部と、
前記一致度が予め定められた値以上である場合に予め定
められた協和音を発生し、前記一致度が前記予め定めら
れた値より小さい場合に予め定められた不協和音を発生
する発音部とを有することを特徴とする縄跳び。
【請求項９】  縄跳びのグリップであって、
前記グリップに対する前記縄跳びの縄の回転を検出する
検出部と、
予め定められたテンポに基づく第１音と、前記検出部が
前記縄の回転を検出するタイミングに基づく第２音とを
発生する発音部とを備えることを特徴とするグリップ。
【請求項１０】  縄跳びのグリップであって、
前記グリップに対する前記縄跳びの縄の回転を検出する

検出部と、
前記検出部が前記縄の回転を検出する毎に、前記検出部
が当該回転を検出する周期と、予め定められた周期との
一致度を算出する一致度算出部と、
前記一致度が予め定められた値以上である場合に予め定
められた協和音を発生し、前記一致度が前記予め定めら
れた値より小さい場合に予め定められた不協和音を発生
する発音部とを備えることを特徴とするグリップ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、縄跳び及びグリッ
プに関する。特に本発明は、縄の両端にグリップが設け
られた縄跳びに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、表示部を設けた縄跳びのグリップ
が知られている。当該表示器は、縄跳び遊びにおいて、
ユーザが連続して跳べた回数を表示する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、表示器が表示
する内容をみるためには、ユーザは一旦縄跳び遊びをや
める必要があった。そのため、従来、ユーザは、自分が
正しいタイミングで縄を跳んでいることを、縄跳び遊び
を続けながら認識することは困難であった。
【０００４】そこで本発明は、上記の課題を解決するこ
とのできる縄跳び及びグリップを提供することを目的と
する。この目的は特許請求の範囲における独立項に記載
の特徴の組み合わせにより達成される。また従属項は本
発明の更なる有利な具体例を規定する。
【０００５】
【課題を解決するための手段】即ち、本発明の第１の形
態によると、縄の両端にグリップが設けられた縄跳びで
あって、一方のグリップは、当該グリップに対する縄の
回転を検出する検出部と、予め定められたテンポに基づ
く第１音と、検出部が縄の回転を検出するタイミングに
基づく第２音とを発生する発音部とを有する。
【０００６】発音部は、第１音として予め定められた協
和音に含まれる一の音を発生し、第２音として協和音に
含まれる他の音を発生してよい。発音部は、予め定めら
れたテンポに対応する周期で第１音を発生してよい。発
音部は、第１音として、予め定められたテンポに基づく
楽曲を示す音を発生してもよい。
【０００７】検出部が縄の回転を検出する周期と、予め
定められたテンポに対応する周期との一致度を算出する
一致度算出部を更に有し、発音部は一致度に基づく音を
発生してよい。発音部は、一致度に基づく音声を発生し
てもよい。
【０００８】発音部は、検出部が縄の回転を検出してか
ら予め定められたテンポに対応する時間が経過した後に
第１音を発生してもよい。
【０００９】本発明の第２の形態によると、縄の両端に
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グリップが設けられた縄跳びであって、一方のグリップ
は、当該グリップに対する縄の回転を検出する検出部
と、検出部が縄の回転を検出する毎に、検出部が当該回
転を検出する周期と、予め定められた周期との一致度を
算出する一致度算出部と、一致度が予め定められた値以
上である場合に予め定められた協和音を発生し、一致度
が予め定められた値より小さい場合に予め定められた不
協和音を発生する発音部とを有する。
【００１０】本発明の第３の形態によると、縄跳びのグ
リップであって、グリップに対する縄跳びの縄の回転を
検出する検出部と、予め定められたテンポに基づく第１
音と、検出部が縄の回転を検出するタイミングに基づく
第２音とを発生する発音部とを備える。
【００１１】本発明の第４の形態によると、縄跳びのグ
リップであって、グリップに対する縄跳びの縄の回転を
検出する検出部と、検出部が縄の回転を検出する毎に、
検出部が当該回転を検出する周期と、予め定められた周
期との一致度を算出する一致度算出部と、一致度が予め
定められた値以上である場合に予め定められた協和音を
発生し、一致度が予め定められた値より小さい場合に予
め定められた不協和音を発生する発音部とを備える。
【００１２】なお上記の発明の概要は、本発明の必要な
特徴の全てを列挙したものではなく、これらの特徴群の
サブコンビネーションも又発明となりうる。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、発明の実施の形態を通じて
本発明を説明するが、以下の実施形態はクレームにかか
る発明を限定するものではなく、又実施形態の中で説明
されている特徴の組み合わせの全てが発明の解決手段に
必須であるとは限らない。
【００１４】図1は、本発明の実施形態の一例に係る縄
跳び１００の概略図を示す。縄跳び１００は、縄の両端
にグリップが設けられた縄跳びであって、縄１０２と、
一方のグリップである第１グリップ１０４と、他方のグ
リップである第２グリップ１０６とを備える。また、縄
跳び１００は、電子回路を内蔵する。縄１０２は、一端
である第１端部１２６、及び他端である第２端部１２８
を有する。第１グリップ１０４及び第２グリップ１０６
は、ユーザが縄跳び遊びをするときに握るグリップであ
る。
【００１５】第１グリップ１０４は、縄１０２の第１端
部１２６に接続される。第１グリップ１０４は、電子回
路を内蔵する。第１グリップ１０４は、第１接続部１０
８及び第１握部１２０を有する。
【００１６】第１接続部１０８は、縄１０２の第１端部
１２６に接続される。第１接続部１０８は、第１回転保
持部２０４及び第１縄保持部２０２を含む。第１回転保
持部２０４は、第１縄保持部２０２を一点鎖線Ａａが示
す周回軸Ａａに対して回転可能に保持する。第１縄保持
部２０２は、第１縄保持部２０２が周回軸Ａａに対して

回転することにより、周回軸Ａａに対して周回可能に第
１端部１２６を保持する。
【００１７】第１握部１２０は、縄跳びを行うときに、
ユーザが握る部分である。第１握部１２０は、第１接続
部１０８から延伸して形成される。第１握部１２０は、
第１接続部１０８の一部である第１回転保持部２０４と
一体に形成される。
【００１８】第２グリップ１０６は、縄１０２の第２端
部１２８に接続される。第２グリップ１０６は、第２端
部１２８の近傍における縄１０２の中心軸に対して第２
端部１２８を回転可能に、第２端部１２８を保持する。
第２グリップ１０６は、第２接続部１３２及び第２握部
１３４を有する。第２接続部１３２は、第２端部１２８
に接続される。
【００１９】第２接続部１３２は、第２縄保持部５０２
及び第２回転保持部５０８を含む。第２縄保持部５０２
は、第２端部１２８を、回転可能に保持する。第２回転
保持部５０８は、第２縄保持部５０２を保持する。
【００２０】第２握部１３４は、縄跳びを行うときに、
ユーザが握る部分である。第２握部１３４は、第２接続
部１３２から延伸して形成される。第２握部１３４は、
第２接続部１３２の一部である第２回転保持部５０８と
一体に形成される。
【００２１】以下、第１握部１２０について更に詳しく
説明する。第１握部１２０は、第１接続部１０８から延
伸して形成された中間部１１０と、中間部１１０から延
伸して形成された受付部１１２とを含む。
【００２２】第１接続部１０８、中間部１１０、及び受
付部１１２のそれぞれは、中間部１１０が延伸する方向
である延伸方向において、それぞれ長さｌ１ 、ｌ２ 、及
びｌ３ を有する、ｌ２ は、ｌ１ 及びｌ３ のいずれよりも
大である。すなわち、延伸方向において、中間部１１０
は、第１接続部１０８及び受付部１１２のいずれよりも
長い。中間部１１０は、第１接続部１０８との境界にお
ける延伸方向に垂直な第１断面１１４、及び延伸の終端
における延伸方向に垂直な第２断面１１６を有する。中
間部１１０は、第１断面１１４を挟んで第１接続部１０
８と対向する。中間部１１０は、第２断面１１６を挟ん
で受付部１１２と対向する。
【００２３】中間部１１０における延伸方向に垂直な断
面の面積は、延伸方向に対して漸増する。すなわち、中
間部１１０における延伸方向に垂直な断面の面積は、第
１断面１１４において最小であり、第２断面１１６にお
いて最大である。第１断面１１４の面積は、第２断面１
１６の面積より小さい。また、第１断面１１４及び第２
断面１１６は、略円形である。第１断面１１４の径は第
２断面１１６の径より小さい。
【００２４】受付部１１２は、中間部１１０の終端から
延伸して形成される。また、受付部１１２は、第１グリ
ップ１０４が内蔵する電子回路に対する操作を受け付け
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る。受付部１１２は、当該電子回路に対する操作を受け
付けるスイッチである第１スイッチ１２２及び第２スイ
ッチ１２４を含む。また、受付部１１２は、延伸方向に
垂直な第３断面１１８を有する。第３断面１１８は、受
付部１１２において、第１スイッチ１２２及び第２スイ
ッチ１２４を挟んで中間部１１０と対向する断面であ
る。第３断面１１８の面積は、中間部１１０の第２断面
１１６の面積より小さい。受付部１１２における延伸方
向に垂直な断面の面積は、延伸方向に対して漸減する。
【００２５】本実施形態においては、第２断面１１６の
面積が、第１断面１１４の面積より大きいため、ユーザ
は自然に中間部１１０における第１接続部１０８に近い
部分を握る。そのため、ユーザは、第１グリップ１０４
における第１スイッチ１２２及び第２スイッチ１２４か
ら遠い部分を自然に握る。そのため、本実施形態によれ
ば、縄跳び遊びをするユーザが、第１スイッチ１２２又
は第２スイッチ１２４を不用意に触れるのを防ぐことが
できる。これにより、縄跳び遊びをするユーザが、縄跳
び１００が内蔵する電子回路を誤操作するのを防ぐこと
ができる。
【００２６】また、本実施形態において、受付部１１２
は、第２断面１１６より小さな面積を有する第３断面１
１８を含む。そのため、本実施形態によれば、ユーザは
中間部１１０と受付部１１２との境界を適切に認識し、
第１グリップ１０４を正しく握ることができる。これに
より、縄跳び遊びをするユーザが、第１スイッチ１２２
又は第２スイッチ１２４に不用意に触れ、電子回路を誤
操作するのを更に防ぐことができる。
【００２７】図２は、本実施形態に係る受付部１１２を
示す図である。本実施形態において、第１スイッチ１２
２は、図１に関連して説明した中間部１１０が延伸する
方向である延伸方向にスライドするスライドスイッチで
ある。第１スイッチ１２２は、受付部１１２の表面と略
同一面上に形成される。この場合、ユーザが不用意に第
１スイッチ１２２に触れたとしても、第１スイッチ１２
２は操作されにくい。これにより、ユーザが第１スイッ
チ１２２を誤操作するのを防止することができる。尚、
第１スイッチ１２２は、電子回路に対する動作開始指示
及び動作終了指示をユーザから受け取る電源スイッチで
ある。また、第１スイッチ１２２は、受付部１１２の表
面の外側に突出する突出部１３６を含む。これにより、
ユーザが意識的に第１スイッチ１２２を操作する場合に
は、ユーザは容易に第１スイッチ１２２を操作すること
ができる。
【００２８】第２スイッチ１２４は、第１スイッチ１２
２と同一又は同様の構造を有する。第２スイッチ１２４
は、電子回路の動作モードを切り換える指示をユーザか
ら受け取るモード設定スイッチである。電子回路は、第
２スイッチ１２４による動作モードの切り換えに応じ
て、電子回路が含む発音部が発音する音を変更する。

【００２９】図３は、本実施形態に係る第１縄保持部２
０２の動作を説明する図である。本図は、図1おける点
Ａから点ａに向かう方向に見た場合の第１縄保持部２０
２を示す。第１縄保持部２０２は、縄１０２の第１端部
１２６を図１に関連して説明した周回軸Ａａに対して周
回可能に保持する。ユーザが行う縄跳び遊びによって生
じる縄１０２の回転に応じて、第１端部１２６は円３０
２の円周上を周回する。また、第１端部１２６の当該周
回に伴って、第１縄保持部２０２は周回軸Ａａに対して
回転する。
【００３０】図４は、本実施形態に係る第１グリップ１
０４における第１縄保持部２０２、第１回転保持部２０
４、及び第１握部１２０の断面を示す。第１縄保持部２
０２は、突出部３３４、凸部３０６、凸部支持部３３
６、穴部３１０、及びピン３１２を含む。第１縄保持部
２０２は、略半球形状を有する。
【００３１】突出部３３４は、周回軸Ａａと垂直な円の
円周方向に延伸して、第１回転保持部２０４の内壁に向
かって突出する。突出部３３４は、当該突出により、第
１回転保持部２０４の内壁と係合する。突出部３３４
は、第１回転保持部２０４の内壁に対して、当該周回軸
Ａａと垂直な円の円周方向に滑動する。これにより、第
１回転保持部２０４は、第１縄保持部２０２を、周回軸
Ａａに対して回転可能に保持する。
【００３２】凸部３０６は、第１縄保持部２０２におけ
る突出した部分である。凸部３０６は、周回軸Ａａから
離れた位置において、周回軸Ａａと略平行に突出する。
凸部３０６は、第１縄保持部２０２の周回軸Ａａに対す
る回転に伴って、第１回転保持部２０４に対して、周回
軸Ａａの周りを周回する。これにより、凸部３０６は、
第１端部１２６の周回に応じて、周回軸Ａａに対して周
回する。
【００３３】凸部支持部３３６は、凸部３０６を支持す
る。凸部支持部３３６は、周回軸Ａａと略平行に第１回
転保持部２０４の内部を第１握部１２０に向かって貫通
して形成される。凸部支持部３３６は、凸部３０６を第
１握部１２０の内部において支持する。
【００３４】穴部３１０は、円錐面３２２の母線の方向
に窪んだ穴である。穴部３１０は、第１縄保持部２０２
を貫通する貫通孔である。穴部３１０は、縄１０２にお
ける第１端部１２６から更に延伸する部分を収容する。
穴部３１０は、第１接続部１０８の表面に開口部３２８
を有する。尚、円錐面３２２は、周回軸Ａａ上に軸３２
６を有し、底面である円３０２が頂点３０４を挟んで第
１断面１１４と対向する円錐面である。
【００３５】ピン３１２は、貫通孔である穴部３１０
の、開口部３２８と反対側の開口部において縄１０２を
貫通する。ピン３１２は、当該貫通により、第１端部１
２６を第１縄保持部２０２に対して固定する。
【００３６】第１縄保持部２０２は、穴部３１０の開口

(4)                   特開２００３－３１０７９６
5 6

10

20

30

40

50

10

20

30

40

50

資料２（4）



部３２８において第１端部１２６を保持する。第１縄保
持部２０２は、周回軸Ａａに対して回転する。これによ
り、第１縄保持部２０２は、第１端部１２６を周回軸Ａ
ａに対して周回可能に保持する。すなわち、第１縄保持
部２０２は、第１端部１２６の近傍における縄１０２の
中心軸３２０を予め定められた円錐面３２２の母線と平
行に保持し、第１端部１２６を円錐面３２２の軸３２６
を含む周回軸Ａａに対して周回可能に保持する。第１縄
保持部２０２は、第１端部１２６の周回軸Ａａに対する
周回に応じて、周回軸Ａａに対して回転する。
【００３７】第１回転保持部２０４は、突出部３３４が
突出する方向に窪み、周回軸Ａａと垂直な円の円周方向
に延伸する溝３３２を内壁に有する。第１回転保持部２
０４は、溝３３２と突出部３３４とを係合させることに
より、第１縄保持部２０２を、周回軸Ａａに対して回転
可能に保持する。
【００３８】第１握部１２０は、第１グリップ１０４が
内蔵する電子回路の一例である検出部４０２及び信号生
成部４０４を有する。検出部４０２は、係合部３０８を
含む。係合部３０８は、検出部４０２において、周回軸
Ａａに向かって突出する部分である。係合部３０８は、
凸部３０６が周回軸Ａａに対して周回する毎に凸部３０
６と係合する。検出部４０２は、係合部３０８が凸部３
０６と係合した場合に、第１端部１２６の周回軸Ａａに
対する周回を検出する。別の実施例において、検出部４
０２は、第１縄保持部２０２の回転を検出するフォトダ
イオードを有してもよい。この場合、第１縄保持部２０
２は、切欠部を有するのが好ましい。切欠部は第１縄保
持部２０２の回転に応じて周回軸Ａａに対して周回す
る。フォトダイオードは、当該切欠部が近傍を通過する
のを検出する。これにより、検出部４０２は、第１端部
１２６の周回軸Ａａに対する周回を検出する。また、信
号生成部４０４は、検出部４０２が第１端部１２６の周
回軸Ａａに対する周回を検出した場合に検出信号を出力
する。
【００３９】縄跳び遊びにおいては、ユーザが縄１０２
を跳ぶのに伴って縄１０２が回転する。第１端部１２６
は、縄１０２の回転に伴って、周回軸Ａａに対して周回
する。第１縄保持部２０２は、第１端部１２６の周回に
伴って周回軸Ａａに対して回転する。凸部３０６は、第
１縄保持部２０２の回転に伴って周回軸Ａａに対して周
回する。検出部４０２が含む係合部３０８は、凸部３０
６が周回軸Ａａの周りを１周する毎に凸部３０６と係合
する。これにより、検出部４０２は、縄１０２の回転を
高い精度で検出することができる。本実施形態によれ
ば、縄の回転を高い精度で検出できる縄跳びを提供する
ことができる。また、第１縄保持部２０２は、第１端部
１２６の近傍における縄１０２の中心軸３２０を円錐面
の母線と平行に保持する。そのため、本実施形態によれ
ば、中心軸３２０と第１グリップ１０４がなす角度を適

切に保つことができる。これにより、第１グリップ１０
４を壊れにくく、かつ、縄１０２を切れにくくすること
ができる。
【００４０】図５は、本実施形態に係る第２グリップ１
０６における第２縄保持部５０２、第２回転保持部５０
８、及び第２握部１３４の断面を示す。第２縄保持部５
０２は、第２端部１２８の近傍における縄１０２の中心
軸３３０に対して第２端部１２８を回転可能に、第２端
部１２８を保持する。第２縄保持部５０２は、表面部５
１０、スリーブ５０４、及びストッパー５０６を含む。
【００４１】表面部５１０は、第２縄保持部５０２の外
壁を略含む部分である。表面部５１０は、縁部において
第２回転保持部５０８と接触する略半球殻形状体であ
る。表面部５１０は、第２回転保持部５０８の外壁と係
合する雌ネジの溝を内壁に有する。表面部５１０は、当
該雌ネジによって第２回転保持部５０８と係合する。表
面部５１０は、第２回転保持部５０８に対して固定して
形成される。
【００４２】また、表面部５１０は、第２端部１２８の
近傍における縄１０２の中心軸３３０を略中心軸とす
る、貫通孔５１２を更に有する。表面部５１０は、縄１
０２における第２端部１２８から更に延伸する部分を、
貫通孔５１２を貫通させて第２接続部１３２の内部に収
容する。
【００４３】スリーブ５０４は、一端を貫通孔５１２の
開口部から突出させて、第２接続部１３２の内部に形成
された筒状体である。スリーブ５０４は、当該一端から
中心軸３３０と略平行に、第２接続部１３２の内側に向
かう方向に延伸して形成される。スリーブ５０４は、当
該筒状体の内部に、縄１０２における第２端部１２８か
ら更に延伸する部分を収容する。スリーブ５０４は、当
該部分を収容することにより、第２端部１２８を保持す
る。また、スリーブ５０４における、中心軸３３０に垂
直な断面の面積は、貫通孔５１２から突出する一端から
他端に向かう方向に対して漸増する。これにより、当該
他端から当該一端に向かう方向において、貫通孔５１２
の近傍における表面部５１０の内壁は、スリーブ５０４
を回転可能に係止する。
【００４４】ストッパー５０６は、少なくとも一部がス
リーブ５０４の内部に挿入された筒状体である。ストッ
パー５０６は、第２回転保持部５０８から第２縄保持部
５０２に向かう方向に、スリーブ５０４の内部に挿入さ
れる。ストッパー５０６は、縄１０２における第２端部
１２８から更に延伸する部分を内部に収容する。ストッ
パー５０６は、内壁において縄１０２の表面と接触し、
外壁においてスリーブ５０４の内壁と接触する。ストッ
パー５０６は、縄１０２の表面、及びスリーブ５０４の
内壁と接触することにより、縄１０２をスリーブ５０４
に対して固定する。これにより、第２端部１２８が中心
軸３３０に対して回転した場合、スリーブ５０４は、表
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面部５１０に対して中心軸３３０の周りに回転する。
【００４５】第２回転保持部５０８は、表面部５１０の
雌ネジの溝に対応する雄ネジの溝を外壁に有する。第２
回転保持部５０８は、当該雄ねじの溝と当該雌ネジの溝
とを係合させることにより表面部５１０を固定する。第
２回転保持部５０８は、内壁から中心軸３３０に向かう
方向に延伸して形成された回転係止部５１４を更に有す
る。回転係止部５１４の当該延伸の先端部は、スリーブ
５０４を挟んで、貫通孔５１２と略対向する。回転係止
部５１４は、中心軸３３０と平行に第２縄保持部５０２
から第２回転保持部５０８に向かう方向に対し、スリー
ブ５０４を回転可能に係止する。これにより、第２回転
保持部５０８は、スリーブ５０４を中心軸３３０に対し
て回転可能に保持する。
【００４６】図４に関連して説明した第１グリップ１０
４は、縄１０２の一端である第１端部１２６を周回軸Ａ
ａに対して周回可能に保持する。一方、第２グリップ１
０６は、縄１０２の他端である第２端部１２８を、第２
端部１２８の近傍における縄１０２の中心軸３３０に対
して回転可能に保持する。この場合、縄跳び遊びをする
ユーザが縄を跳ぶことにより生じる縄１０２の回転に伴
う力を、効率よく第１グリップ１０４に伝達することが
できる。そのため、ユーザが縄を跳んだ場合に、第１端
部１２６は、第１グリップ１０４が有する第１縄保持部
２０２を、周回軸Ａａに対して確実に回転させる。これ
より、第１グリップ１０４は、高い精度で縄１０２の回
転を検出することができる。
【００４７】また、第２端部１２８は、縄１０２がねじ
れを生じた場合に、中心軸３３０に対して回転する。そ
のため、縄１０２にねじれが生じた場合にも、当該ねじ
れを解消することができる。そのため、第１グリップ１
０４に縄１０２のねじれによる力が加わるのを防止する
ことができる。これにより、第１グリップ１０４は、更
に高い精度で、縄１０２の回転を検出することができ
る。
【００４８】また、第２グリップ１０６は、第１グリッ
プ１０４と比べて簡素な構造を有する。そのため、本実
施形態によれば、低いコストで第２グリップ１０６を製
造することができる。これにより、本実施形態によれ
ば、低いコストで縄跳び１００を提供することができ
る。
【００４９】図６は、本実施形態に係る第１グリップ１
０４の機能構成の一例を示す。本実施形態において、第
１グリップ１０４は、検出部４０２、信号生成部４０
４、発音部４０６、一致度算出部４０８、及び受付部１
１２を有する。尚、図１に関連して説明した縄跳び１０
０は、縄１０２及び第２グリップ１０６を更に備える。
別の実施例においては、第２グリップ１０６が、検出部
４０２、信号生成部４０４、発音部４０６、一致度算出
部４０８、及び受付部１１２の一部を有してもよい。こ

の場合、縄１０２は、第１グリップ１０４と第２グリッ
プ１０６とを電気的に接続する配線を有する。
【００５０】検出部４０２は、縄跳び遊びをするユーザ
が縄１０２を跳ぶことにより生じる、第１グリップ１０
４に対する縄１０２の回転を検出する。これにより、検
出部４０２、縄跳び遊びをするユーザが縄１０２を跳ぶ
のを検出する。
【００５１】信号生成部４０４は、検出部４０２が縄１
０２の回転を検出した場合に検出信号を出力する。信号
生成部４０４は、検出信号を発音部４０６及び一致度算
出部４０８に供給する。
【００５２】受付部１１２は、ユーザの指示に基づいて
予め定められたテンポである基準テンポを設定する。受
付部１１２は、図１に関連して説明した第２スイッチ１
２４によりユーザの指示を受け取る。
【００５３】一致度算出部４０８は、検出部４０２が縄
１０２の回転を検出する検出周期と、基準テンポに対応
する基準周期との一致度を算出する。一致度算出部４０
８は、検出周期と基準周期との差に基づいて一致度を算
出する。一致度算出部４０８は、検出信号に基づいて検
出周期を算出する。
【００５４】本実施形態において、一致度算出部４０８
は、ユーザが縄跳び遊びをする予め定められた時間にお
いて、検出周期と基準周期との差が予め定められた一致
判定範囲内となる割合を一致度として算出する。この場
合、一致度算出部４０８は、検出部４０２が縄１０２の
回転を検出する毎に、当該差が一致判定範囲内であるか
否かを検知する。更に、一致度算出部４０８は、当該予
め定められた時間において、当該差は一致判定範囲内で
あると検知した回数を記憶する。更に、一致度算出部４
０８は、当該検知した回数を、検出部４０２が縄１０２
の回転を検出した回数で除した値を一致度として算出す
る。
【００５５】別の実施例において、一致度算出部４０８
は、検出周期と基準周期との差の逆数の絶対値を一致度
として算出してよい。一致度算出部４０８は、ユーザが
縄跳び遊びをする予め定められた時間における、当該絶
対値の平均値を一致度として算出してもよい。
【００５６】発音部４０６は、基準テンポに基づく第１
音と、検出部４０２が縄１０２の回転を検出するタイミ
ングに基づく第２音とを発生する。本実施形態におい
て、発音部４０６は、基準テンポに対応する周期で第１
音を発生する。発音部４０６は、第１音を発生すること
により、ユーザが縄を跳ぶタイミングをユーザに指示す
る。別の実施例において、発音部４０６は、検出部４０
２が縄１０２の回転を検出してから基準テンポに対応す
る時間が経過した後に第１音を発生してもよい。
【００５７】発音部４０６は、第１音として予め定めら
れた協和音に含まれる一の音を発生し、第２音として当
該協和音に含まれる他の音を発生する。本実施形態にお
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いて、発音部４０６は、第１音及び第２音として、協和
音の一例である長調（メジャー）和音が含む一の音及び
他の音をそれぞれ発生する。この場合、縄跳び遊びをす
るユーザが基準テンポに対応するタイミングで縄を跳ぶ
と、発音部４０６は、第１音と第２音とを含む協和音を
発生する。ユーザは、当該タイミングで縄を跳んだ場合
に心地よい協和音を聞くことができるため、基準テンポ
に合わせて縄を跳ぶことに集中できる。
【００５８】発音部４０６は、ユーザの指示に基づいて
予め定められた第１音を発生する。発音部４０６は、基
準テンポに対応する第１音を発生する。発音部４０６
は、基準テンポが第１の速さの場合は、第１音として、
Ｃ３（ド）の音階の音を発生する。発音部４０６は、基
準テンポが第２の速さの場合は、第１音として、Ｇ３
（ソ）の音階の音を発生する。発音部４０６は、基準テ
ンポが第３の速さの場合は、第１音として、Ｃ４（ド）
の音階の音を発生する。
【００５９】また、発音部４０６は、第２音として、Ｅ
３（ミ）の音階の音を発生する。発音部４０６は、検出
部４０２が縄１０２の回転を検出した場合に第２音を発
生する。発音部４０６は、信号生成部４０４が出力する
検出信号に応じて第２音を発生する。これにより、発音
部４０６は、縄跳び遊びをするユーザが縄を跳ぶのに応
じて第２音を発生する。
【００６０】別の実施例において、発音部４０６は、第
１音及び第２音として、協和音の一例である短調（マイ
ナー）和音が含む一の音及び他の音をそれぞれ発生して
もよい。発音部４０６は、第１音及び第２音として予め
定められた和音が含む一の音及び他の音をそれぞれ発生
してもよい。発音部４０６は、第１音として複数の音を
含む和音を発生してよい。発音部４０６は、第２音とし
て複数の音を含む和音を発生してよい。
【００６１】また、発音部４０６は、一致度に基づく音
を発生する。発音部４０６は、一致度に基づく音声を発
生する。発音部４０６は、一致度が予め定められた判定
値より高い場合、ユーザを喜ばせる音声を発生する。こ
の場合、発音部４０６は、例えば“グッド”という音声
を発声する。一方、発音部４０６は、一致度が当該予め
定められた判定値以下の場合、ユーザを残念がらせる音
声を発生する。この場合、発音部４０６は、例えば、
“バッド”という音声を発声する。
【００６２】本実施形態において、ユーザが基準テンポ
に対応するタイミングで縄を跳んだ場合には、発音部４
０６は、第１音及び第２音に基づく協和音を発生する。
そのため、本実施形態によれば、縄跳び遊びをするユー
ザは、縄跳び遊びを続けながら、自分が基準テンポに対
応するタイミングである正しいタイミングで縄を跳んで
いることを認識することができる。また、ユーザが縄を
跳ぶタイミングが正しいタイミングと異なる場合には、
発音部４０６は、第１音と第２音とを異なるタイミング

で発生する。そのため、ユーザは、縄跳び遊びを続けな
がら、自分が正しいタイミングで縄を跳べていないこと
を認識することができる。
【００６３】別の実施例において、発音部４０６は、第
１音として、基準テンポに基づく楽曲を示す音を発生し
てよい。この場合も、当該楽曲のテンポと、発音部４０
６が第２音を発生するタイミングとに基づいて、ユーザ
は、縄跳び遊びを続けながら、自分が正しいタイミング
で縄を跳べているか否かを判断することができる。発音
部４０６は、第１音として、ユーザの指示に基づいて、
基準テンポに基づく楽曲を示す音、又は、基準テンポに
対応する周期で発生される音のいずれかを発生してもよ
い。発音部４０６は予め複数の楽曲を格納し、ユーザの
指示に基づいて選択された一の楽曲を示す音を発生して
もよい。この場合、図１に関連して説明した第２スイッ
チ１２４が当該ユーザの指示を受け取ってよい。また、
発音部４０６は、第２音として、検出部４０２が縄１０
２の回転を検出するタイミングに基づくテンポの楽曲を
示す音を発生してもよい。この場合も、発音部４０６が
第１音を発生するタイミングと、当該楽曲のテンポとに
基づいてユーザは、縄跳び遊びを続けながら、自分が正
しいタイミングで縄を跳べているか否かを判断すること
ができる。
【００６４】また、更に別の実施例において、一致度算
出部４０８は、一致度に基づく点数を算出してもよい。
この場合、第１グリップ１０４は、当該点数を表示する
表示部を有してよい。また、発音部４０６が、当該点数
を示す音声を発生してもよい。一致度算出部４０８は、
検出部４０２が縄１０２の回転を検出する毎に、一致度
を算出してもよい。この場合、発音部４０６は、一致度
が予め定められた値以上である場合に予め定められた協
和音を発生し、一致度が当該予め定められた値より小さ
い場合に予め定められた不協和音を発生してよい。この
場合、発音部４０６は、ユーザが正しいタイミングで縄
を跳んだ場合に協和音を発生し、ユーザが正しいタイミ
ングと異なるタイミングで縄を跳んだ場合に不協和音を
発生する。そのため、本例においても、ユーザは、自分
が正しいタイミングで縄を跳べているか否かを判断する
ことができる。
【００６５】図７は、本実施形態に係る縄跳び１００の
動作の一例を示すフローチャートである。本実施形態に
おいては、最初に、図６に関連して説明した受付部１１
２が受け取るユーザの指示に基づいて、図６に関連して
説明した発音部４０６は、第１音の発生を開始する（ス
テップＳ１０２）。発音部４０６は、基準テンポに対応
する周期で第１音を発生する。
【００６６】次に、図６に関連して説明した検出部４０
２は、図１に関連して説明した縄跳び１００の縄１０２
の回転を検出する（Ｓ１０４）。検出部４０２が、当該
回転を検出しない場合、検出部４０２は、再度、縄１０
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２の回転を検出する（Ｓ１０４）。一方、検出部４０２
が、当該回転を検出した場合、図６に関連して説明した
信号生成部４０４は検出信号を出力し、発音部４０６
は、検出信号に応じて第２音を発生する（Ｓ１０６）。
【００６７】本実施形態においては、次に、発音部４０
６が、第１音の発生を終了するか否かを判定する（Ｓ１
０８）。発音部４０６は、第１音の発生を開始してから
予め定められた時間が経過した場合に、第１音の発生を
終了すると判定する。発音部４０６は、受付部１１２か
ら受け取るユーザの指示に基づいて、当該判定を行って
もよい。
【００６８】発音部４０６が、第１音の発生を終了しな
いと判定した場合、検出部４０２は、再度、縄１０２の
回転を検出する（Ｓ１０４）。一方、発音部４０６が、
第１音の発生を終了すると判定した場合、縄跳び１００
は、動作を終了する。
【００６９】以上、本発明を実施形態を用いて説明した
が、本発明の技術的範囲は上記実施形態に記載の範囲に
は限定されない。上記実施形態に、多様な変更または改
良を加えることができる。そのような変更または改良を
加えた形態も本発明の技術的範囲に含まれ得ることが、
特許請求の範囲の記載から明らかである。
【００７０】
【発明の効果】上記説明から明らかなように、本発明に
よれば、ユーザは、縄跳び遊びを続けながら、自分が正
しいタイミングで縄を跳んでいることを認識することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の実施形態の一例に係る縄跳び１００
の概略図を示す。
【図２】  本実施形態に係る受付部１１２を示す図であ
る

【図３】  本実施形態に係る第１縄保持部２０２の動作
を説明する図である。
【図４】  本実施形態に係る第１グリップ１０４の断面
を示す。
【図５】  本実施形態に係る第２グリップ１０６の断面
を示す。
【図６】  本実施形態に係る第１グリップ１０４の機能
構成の一例を示す。
【図７】  本実施形態に係る縄跳び１００の動作の一例
を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１００・・・縄跳び、１０２・・・縄、１０４・・・第
１グリップ、１０６・・・第２グリップ、１０８・・・
第１接続部、１１０・・・中間部、１１２・・・受付
部、１１４・・・第１断面、１１６・・・第２断面、１
１８・・・第３断面、１２０・・・第１握部、１２２・
・・第１スイッチ、１２４・・・第２スイッチ、１２６
・・・第１端部、１２８・・・第２端部、１３２・・・
第２接続部、１３４・・・第２握部、１３６・・・突出
部、２０２・・・第１縄保持部、２０４・・・第１回転
保持部、３０２・・・円、３０４・・・頂点、３０６・
・・凸部、３０８・・・係合部、３１０・・・穴部、３
１２・・・ピン、３２０・・・中心軸、３２２・・・円
錐面、３２６・・・軸、３２８・・・開口部、３３０・
・・中心軸、３３２・・・溝、３３４・・・突出部、３
３６・・・凸部支持部、４０２・・・検出部、４０４・
・・信号生成部、４０６・・・発音部、４０８・・・一
致度算出部、５０２・・・第２縄保持部、５０４・・・
スリーブ、５０６・・・ストッパー、５０８・・・第２
回転保持部、５１０・・・表面部、５１２・・・貫通
孔、５１４・・・回転係止部、

【図２】 【図３】
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【図１】

【図４】

【図７】
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【図５】

【図６】
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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縄の両端にグリップが設けられた縄跳びであって、
　一方の前記グリップは、
　当該グリップに対する前記縄の回転を検出する検出部と、
　 予め定められたテンポに基づ

第１音 、前記検出部が前記縄の回転を検出する
タイミングに基づ

第２音 発生する発音部と
を有することを特徴とする縄跳び。
【請求項２】
　前記発音部は、前記予め定められたテンポに対応する周期で前記第１音を発生すること
を特徴とする請求項１に記載の縄跳び。
【請求項３】
　前記発音部は、前記第１音として、前記予め定められたテンポに基づく楽曲を示す音を
発生することを特徴とする請求項１に記載の縄跳び。
【請求項４】
　前記検出部が前記縄の回転を検出する周期と、前記予め定められたテンポに対応する周
期との一致度を算出する一致度算出部を更に有し、
　前記発音部は前記一致度に基づく音を発生することを特徴とする請求項１に記載に縄跳

10

20

JP 3763528 B2 2006.4.5

動作の開始から終了まで いて発生され、予め定められた協
和音に含まれる音のひとつである 、および

いて前記第 1音に重畳して発生され、前記協和音に含まれる他の音であ
る を
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特許権の権利範囲解釈の基礎 
■請求項（業界用語では「クレーム」という）に記載された構成要件を全て満

たすものが権利範囲 

【請求項１】 

 座面と、  ←構成要件 A 

 背もたれと、  ←構成要件 B 

 脚と、  ←構成要件 C 

脚に取り付けたキャスターと  ←構成要件 D 

を備えるイス  ←構成要件 E 

 

例１：パイプイスは？           

A：座面    ○ 

   B：背もたれ  ○ 

 C：脚  ○ 

 D：キャスター ×  ←D がないから非侵害 

 E：イス ○ 

  

 

例２：もし、座椅子の底にキャスターがついていたら？  

A：座面    ○ 

   B：背もたれ  ○ 

 C：脚  ？（キャスターの付け方次第） 

 D：キャスター ○ 

 E：イス ○ 

 

 

例３：もし、事務イス（A～E を満たす）にリクライニング機構がつ

いていたら？ …「備える」と、「からなる」の違い 
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アイディアの本質を捉える 

■ 「従来技術→課題→本願」という流れで解決原理を探る 

【例題】 従来、断面円形の鉛筆（赤鉛筆のようなもの）しかなかったとする。

ある発明者が、断面六角形の鉛筆を発明し、特許出願しようと考えた。 

 

【従来】 

 断面円形の鉛筆 

【課題】 

 紛失しやすい、落下して芯が折れやすい←∵転がりやすい 

【本願】 

 六角形断面にした（転がりにくい断面形状とした） 

 →断面は、三角形、四角形などでもよい…多角形なら良い 

  →多角形でなくても楕円形でもよい 

 →必ずしも全長に亘って六角形でなくてもよい。一端だけ六角形でも

よい…「少なくとも一部の断面」が六角形（円形以外の形状） 

 →円形断面の鉛筆にクリップ状の突起をつけてもよい。 

              （概念的には、これに含まれる） 

 

 筆記具の軸長の少なくとも一部に、非円形断面の部位を設けたこと 

 

■ 上位概念化した「発明の本質」が、従来技術を含んでいないかどうかを確

認する。 

 例えば、「ゴルフ鉛筆（右図）」は既に

存在したとすると、これを避けるように本願の概念を減縮する必要がある。 
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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】  資金をとりまとめるための特定の口座に
予め関連付けられた複数の口座番号のうちの１つの口座
番号を振込先として使用して行われた振込について、該
振込で受け付けた資金を前記特定の口座に入金処理する
入金処理手段と、
前記振込に関する振込情報を前記特定の口座の入金明細
として格納することにより前記特定の口座の振込情報と
して集中する情報格納手段とを具えたことを特徴とする
銀行システム。
【請求項２】  請求項１に記載の銀行システムにおい
て、前記特定の口座の入金明細として格納することによ
り前記特定の口座の振込情報として集中される振込情報
は、少なくとも前記振込に関する振込人名、振込金額及
び前記振込で振込先として使用された口座番号を含むこ

とを特徴とする銀行システム。
【請求項３】  請求項１または請求項２に記載の銀行シ
ステムにおいて、前記振込で振込先として使用された口
座番号を前記入金明細に付加する情報付加手段をさらに
具えたことを特徴とする銀行システム。
【請求項４】  請求項１に記載の銀行システムにおい
て、前記口座番号と該口座番号に関連する情報が予め関
連付けられており、前記情報格納手段は、該関連付けに
基づいて前記振込で振込先として使用された口座番号か
ら該口座番号に関連する情報を取得すると共に、前記特
定の口座の入金明細として格納することにより前記特定
の口座の振込情報として集中される振込情報は、少なく
とも前記振込に関する振込人名、振込金額及び前記情報
格納手段で取得された口座番号に関連する情報を含むこ
とを特徴とする銀行システム。
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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】  予め定められた生物の成長過程それぞれ
に対応した複数の生物画像が記憶された画像記憶手段
と、
前記生物を成長させるための複数種類の成長要素画像デ
ータが記憶された要素記憶手段と、
この要素記憶手段に記憶された複数種類の成長要素画像
データのなかから任意の成長要素画像データを選択する
要素選択手段と、
この要素選択手段により選択された成長要素画像データ
に対応した成長要素データの値が記憶される成長要素デ
ータ記憶手段と、
前記画像記憶手段に記憶された複数の生物画像のうちの
一つを選択的に表示させるために前記複数の生物画像の
うちの一つを指定するための指定データが記憶される指

定データ記憶手段と、
前記成長要素データ記憶手段に記憶された成長要素デー
タの値が予め定められている値であるか否かを判別する
判別手段と、
この判別手段にて、前記成長要素データ記憶手段に記憶
された成長要素データの値が前記予め定められている値
であると判別された際は、前記指定データ記憶手段に記
憶されている指定データを、次の成長過程の生物画像を
指定するための指定データに更新させ、この更新された
指定データにより指定された次の成長過程の生物画像
を、前記画像記憶手段に記憶されている複数の生物画像
のなかから読み出して表示させる第１の表示制御手段
と、
前記判別手段にて、前記成長要素データ記憶手段に記憶
された成長要素データの値が前記予め定められている値
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でないと判別された際は、前記指定データ記憶手段に記
憶されている指定データを、次の成長過程の生物画像を
指定するための指定データに更新させないで、現在記憶
されている指定データにより指定されているままの成長
過程の生物画像を、前記画像記憶手段に記憶されている
複数の生物画像のなかから読み出して表示させる第２の
表示制御手段と、
を具備したことを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】  予め定められた生物の成長過程それぞれ
に対応した複数の生物画像が記憶された画像記憶手段
と、
この画像記憶手段に記憶された複数の生物画像のうちの
いずれかの生物画像が表示される生物画像表示手段と、
前記生物を成長させるための複数種類の成長要素画像デ
ータがそれぞれ記憶された要素記憶手段と、
この要素記憶手段に記憶された複数種類の成長要素画像
データのなかから前記複数種類の成長要素画像データを
選択する要素選択手段と、
この要素選択手段により選択された複数種類の成長要素
画像データに対応した成長要素データの値がそれぞれ記
憶される成長要素データ記憶手段と、
前記画像記憶手段に記憶された複数の生物画像のうちの
一つを前記生物画像表示手段に選択的に表示させるため
に前記複数の生物画像のうちの一つを指定するための指
定データが記憶される指定データ記憶手段と、
前記成長要素データ記憶手段に記憶された複数種類の成
長要素データの値が予め定められている値であるか否か
を判別する成長要素値判別手段と、
この判別手段にて、前記成長要素データ記憶手段に記憶
された複数種類の成長要素データの値が前記予め定めら
れている値であると判別された際は、前記指定データ記
憶手段に記憶されている指定データを、次の成長過程の
生物画像を指定するための指定データに更新させ、この
更新された指定データにより指定された次の成長過程の
生物画像を、前記画像記憶手段に記憶されている複数の
生物画像のなかから読み出して前記生物画像表示手段に
表示させる表示制御手段と、
を具備したことを特徴とする画像表示装置。
【請求項３】  予め定められた生物の成長過程それぞれ
に対応した複数の生物画像が記憶された画像記憶手段
と、
前記生物を成長させるための成長要素データを得るため
に、周囲の環境状態を検出し、対応する成長要素データ
を出力する環境検出手段と、
この環境検出手段から出力された成長要素データの値が
記憶される成長要素データ記憶手段と、
この成長要素データ記憶手段に記憶された成長要素デー
タの値が予め定められている値であるか否かを判別する
判別手段と、
この判別手段にて、前記成長要素データ記憶手段に記憶

された成長要素データの値が前記予め定められている値
であると判別された際は、前記画像記憶手段に記憶され
ている複数の生物画像のなかから、次の成長過程の生物
画像を選択的に読み出す画像選択手段と、
この画像選択手段により選択された次の成長過程の生物
画像を表示させる表示制御手段と、
を具備したことを特徴とする画像表示装置。
【請求項４】  予め定められた生物の成長過程それぞれ
に対応した複数の生物画像が記憶された画像記憶手段
と、
この画像記憶手段に記憶された複数の生物画像のうちの
いずれかの生物画像が表示される表示手段と、
計時パルスを計時して計時データを得る計時手段と、
前記生物を成長させるための成長要素データを得るため
に、周囲の環境状態を検出し、対応する成長要素データ
を出力する環境検出手段と、
この環境検出手段から出力された成長要素データの値が
記憶される成長要素データ記憶手段と、
前記計時手段により得られた計時データに基づき、予め
定められている一定時間が経過される毎に、前記成長要
素データ記憶手段に記憶された成長要素データの値が予
め定められている値であるか否かを判別する判別手段
と、
この判別手段にて、前記成長要素データ記憶手段に記憶
された成長要素データの値が前記予め定められている値
であると判別された際は、前記画像記憶手段に記憶され
ている複数の生物画像のなかから、次の成長過程の生物
画像を選択的に読み出す画像選択手段と、
この画像選択手段により選択された次の成長過程の生物
画像を前記表示手段に表示させる表示制御手段と、
を具備したことを特徴とする画像表示装置。
【請求項５】  予め定められた生物の成長過程それぞれ
に対応した複数の生物画像を選択的に表示するための画
像表示方法において、
前記生物を成長させるための複数種類の成長要素画像デ
ータを表示する成長要素画像データ表示ステップと、
この成長要素画像データ表示ステップにより表示されて
いる複数種類の成長要素画像データのなかから任意の成
長要素画像データを選択する要素選択ステップと、
この要素選択ステップにより選択された成長要素画像デ
ータに対応した成長要素データの値を記憶する成長要素
データ記憶ステップと、
前記複数の生物画像のうちの一つを選択的に表示させる
ために前記複数の生物画像のうちの一つを指定するため
の指定データを記憶する指定データ記憶ステップと、
前記成長要素データ記憶ステップにより記憶された成長
要素データの値が予め定められている値であるか否かを
判別する判別ステップと、
この判別ステップにて、前記成長要素データ記憶ステッ
プにより記憶された成長要素データの値が前記予め定め

(2)                           特許２８４８２１９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】大豆を水に浸漬する工程と、浸漬した大豆
を蒸煮する工程と、蒸煮した大豆に納豆菌を接種する工
程と、上記大豆を発酵させる工程と、上記発酵させた大
豆を熟成させる工程とを備え、上記大豆の水浸漬液にこ
んぶをpH2.0～6.5の酸性水溶液中で抽出したこんぶエキ
スを含有させることを特徴とする納豆の製法。
【請求項２】水に浸漬した大豆を蒸煮する工程と、蒸煮
した大豆に納豆菌を接種する工程と、上記大豆を発酵さ
せる工程と、上記発酵させた大豆を熟成させる工程とを
備え、上記納豆菌を、こんぶをpH2.0～6.5の酸性水溶液
中で抽出し濃縮したこんぶエキスとともに上記蒸煮した
大豆に加えて接種することを特徴とする納豆の製法。
【請求項３】上記こんぶエキスが、こんぶをpH2.0～6.5
の酸性水溶液中で抽出し、この抽出液に活性炭処理また

は限外濾過処理の少なくとも一方の処理を施して得られ
たものである請求項（１）または（２）記載の納豆の製
法。
【発明の詳細な説明】
〔産業上の利用分野〕
  本発明は、納豆菌増殖促進作用を有するとともに、納
豆の品質向上作用を有するこんぶエキスを用いる納豆の
製法に関するものである。
〔従来の技術〕
  従来から、納豆は良質のタンパク質を豊富に含有する
とともに、炭水化物，脂質，ミネラル，ビタミン等をバ
ランス良く含んだ栄養価の高い食品であることが知られ
ている。また、最近の研究によって、納豆中に血栓溶解
酵素の存在が認められ、納豆に対する関心が高まってい
る。このように優れた食品である納豆は、つぎのように
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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】目覚まし時刻を設定するためのタイマ手段
と、目覚まし時刻の到来を告示するアラーム音を発生さ
せるアラーム音発生手段とを備えた目覚まし時計におい
て、
当該目覚まし時計の外装から出没可能な被打撃物と、
当該被打撃物を出没させるカム機構手段と、
前記開口から突出した被打撃物がタイミング良く打撃さ
れたかどうかを検出する有効打撃検出手段と、
被打撃物がタイミング良く打撃された回数をカウントす
るカウント手段と、
前記タイマ手段によって設定された目覚まし時刻になる
と、前記カム機構手段と前記アラーム音発生手段を駆動
させると共に、前記カウント手段が所定カウト数に達し
たときに、前記カム機構手段と前記アラーム音発生手段

の駆動を停止させる制御手段と、
を有することを特徴とする目覚まし時計。
【発明の詳細な説明】
［産業上の利用分野］
  本発明は、遊技機能を有する目覚まし時計に関する。
［従来の技術］
  普通、目覚まし時計は目覚まし時刻が来ると、その時
刻においてアラームが鳴る構成がとられている。
［発明が解決しようとする課題］
  しかしながら、睡眠不足の場合等においては、無意識
にアラームストップスイッチを押すことが起こり易く、
決められた時刻に目を覚ますということができない場合
があった。
  これを解決するため、アラーム音が徐々に大きくなる
ように構成された目覚まし時計も提案されているが、音
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
仏 壇 の 扉 を 開 く 事 に 連 動 し て 香 炉 に 通 電 、 加 熱 さ れ 直 ち に 香 を 焚 く こ と が で き る 仏 壇 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 仏 壇 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 仏 壇 で お 香 を 焚 く た め に は ど う し て も 火 気 を 必 要 と す る た め 、 炭 火 の よ う な 火 種 が
必 要 で 、 着 火 す る ま で に は 手 間 を 要 し た 。 ま た 、 消 火 す る 場 合 も 火 種 を 消 す か 除 去 す る な
ど の 手 間 と 必 要 を 生 じ 、 後 始 末 の 火 の 用 心 に は 殊 に 気 を を 付 け な け れ ば な ら な か っ た ． 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 従 来 の 仏 壇 の 有 す る 上 記 欠 点 を 解 決 し た 仏 壇 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
仏 壇 の 扉 を 開 く こ と に よ り 香 炉 に 通 電 、 ヒ ー タ が 加 熱 さ れ 直 ち に そ の 上 で お 香 を 焚 く こ と
が で き る 仏 壇 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 を 以 下 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 の 仏 壇 １ で 外 扉 ２ を 閉 め た 状 態 の 仏 壇 正 面 図 で あ り 、 ４ は 香 炉 で あ る 。 図 ２
は 図 １ の 仏 壇 の 外 扉 ２ を 開 い た 状 態 で 、 外 扉 ２ は 蝶 番 ２ ０ を 用 い て 折 れ 曲 が り 得 る 構 成 で
あ り 内 扉 （ 障 子 ） ３ が 閉 ま っ た 状 態 を 示 す 。 図 ３ は 、 図 ２ の 内 扉 を 開 い た 仏 壇 の 図 面 で あ
る 。 図 ４ は 、 本 発 明 で 使 用 す る 電 気 香 炉 ４ の 側 断 面 図 で 、 香 炉 ２ ２ の 左 側 に 香 ２ ３ を 入 れ
た 容 器 ２ ４ と フ タ ２ ５ が あ り 、 右 側 に 電 源 １ ６ に よ り 加 熱 さ れ る ヒ ー タ ー ２ ７ が あ り こ こ
に 香 ２ ３ を 落 し 焚 く 。 図 ５ は 、 本 発 明 仏 壇 の 配 線 図 で あ る 。 図 ６ は 、 本 発 明 仏 壇 の 照 明 状
態 を 示 す 。 図 ７ は 、 図 ６ の 仏 壇 前 方 照 明 装 置 で あ る 。 図 ８ は 、 本 発 明 の 外 扉 ２ の 開 閉 に よ
り 電 気 ス イ ッ チ が オ ン オ フ さ れ る 構 造 で 、 外 扉 ２ の 間 隔 を 広 げ て あ り 、 こ の 間 隔 に ス イ ッ
チ １ １ 、 １ ２ を 設 け た 事 を 示 す 。
仏 壇 に は 電 線 ５ が 配 線 さ れ て い る 。 電 線 ５ は 、 通 常 Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ で 使 用 す る 。 図 ５ に 示 す
入 力 用 電 線 ５ に は 配 電 盤 ６ に 接 続 し 、 こ の 配 電 盤 に は 香 炉 用 配 線 ７ 、 提 灯 照 明 用 配 線 ８ 、
仏 壇 内 フ ァ イ バ ー 照 明 用 光 源 配 線 ９ 、 経 机 フ ァ イ バ ー 照 明 用 光 源 配 線 １ ０ 等 を 設 け 夫 々 ソ
ケ ッ ト 又 は 結 線 で 配 線 さ れ 、 更 に 外 扉 の 開 閉 に よ り フ ァ イ バ ー 照 明 ・ 提 灯 ・ 香 炉 の ス イ ッ
チ を オ ン ・ オ フ さ せ る 外 扉 用 ス イ ッ チ １ １ 、 内 扉 （ 障 子 扉 ） の 開 閉 に よ り 経 机 フ ァ イ バ ー
照 明 の ス イ ッ チ を オ ン オ フ さ せ る 内 扉 （ 障 子 扉 ） ３ 用 ス イ ッ チ １ ２ が 設 け て あ る 。
図 ６ は 、 照 明 の 状 況 を 示 す 。 室 内 照 明 １ ３ 、 手 前 か ら の 照 明 １ ４ 、 仏 壇 内 部 前 上 方 照 明 １
５ 、 内 部 前 下 方 照 明 １ ６ 等 が 設 け ら れ て い る 。 図 ７ は 、 仏 壇 の 手 前 か ら の 上 下 方 へ の 照 明
装 置 １ ４ の 説 明 図 で あ る 。 こ の 場 合 、 仏 壇 内 の 金 細 工 を 破 損 さ せ な い た め 低 温 度 に て 照 射
さ せ ね ば な ら ず 、 光 源 ハ ロ ゲ ン ラ ン プ １ ７ か ら 発 す る 高 熱 を 低 温 に す る た め 光 は ３ 本 の 光
フ ァ イ バ ー １ ８ を 通 じ て 送 り 、 そ の 末 端 １ ９ に 送 ら れ た 光 は 反 射 ミ ラ ー ２ ０ を 通 じ て 仏 壇
を 照 射 す る ． 。
先 ず 外 扉 ２ を 開 く と こ こ に 設 け た ス イ ッ チ １ １ に よ り フ ァ イ バ ー 照 明 、 提 灯 、 香 炉 へ の 電
熱 を オ ン す る 。 次 に 内 扉 （ 障 子 扉 ） ３ を 開 く と 、 こ こ に 設 け た ス イ ッ チ １ ２ に よ り 経 机 フ
ァ イ バ ー 照 明 が オ ン す る 。 閉 じ る 場 合 は 夫 々 オ フ す る 。
本 発 明 仏 壇 は 、 外 扉 及 び 内 扉 を 有 す る 仏 壇 を 示 し た が 、 一 扉 の み の 仏 壇 で あ っ て も 良 く 、
要 す る に 扉 の 開 閉 に よ り 電 熱 香 炉 や 点 灯 の オ ン オ フ が 出 来 れ ば 本 発 明 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】  キャンバスの各角部にコーナーマットを
配し、前記コーナーマット間を複数のロープで繋ぐこと
により、前記キャンバス上に前記ロープで囲まれた競技
空間を画成するリング本体を有する格闘技用リングにお
いて、
前記リング本体を包囲する床面上に、第１の有刺鉄線を
敷設したことを特徴とする格闘技用リング。
【請求項２】  請求項１記載の格闘技用リングにおい
て、
前記第１の有刺鉄線は、衝撃吸収部材を介して床面上に
設置された板材上に張り巡らされていることを特徴とす
る格闘技用リング。
【請求項３】  請求項１又は２記載の格闘技用リングに
おいて、
前記第１の有刺鉄線に、格闘技の演出効果を高めるため
の第１の爆発物が取り付けられていることを特徴とする
格闘技用リング。
【請求項４】  請求項３記載の格闘技用リングにおい
て、
前記第１の爆発物は、格闘者の前記第１の有刺鉄線上へ
の落下の衝撃により点火されることを特徴とする格闘技
用リング。
【請求項５】  請求項１乃至４のいずれかに記載の格闘
技用リングにおいて、
前記キャンバスの各角部に、第２の有刺鉄線が更に付設
されていることを特徴とする格闘技用リング。
【請求項６】  請求項５記載の格闘技用リングにおい
て、
前記第２の有刺鉄線は、前記コーナーマットに近接して
前記キャンバス上に立てられる板材上に張り巡らされて
いることを特徴とする格闘技用リング。
【請求項７】  請求項６記載の格闘技用リングにおい
て、

前記第２の有刺鉄線に、格闘技の演出効果を高めるため
の第２の爆発物が取り付けられていることを特徴とする
格闘技用リング。
【請求項８】  請求項７記載の格闘技用リングにおい
て、
前記第２の爆発物は、格闘者の前記第２の有刺鉄線上へ
の衝突の衝撃により点火されることを特徴とする格闘技
用リング。
【図面の簡単な説明】
【図１】本考案の第１実施例によるプロレス用リングの
外観斜視図である。
【図２】本考案の第２実施例によるプロレス用リングの
外観斜視図である。
【図３】本考案の第３実施例によるプロレス用リングの
外観斜視図である。
【図４】本考案の第３実施例によるプロレス用リングの
第１変形例の外観斜視図である。
【図５】本考案の第３実施例によるプロレス用リングの
第２変形例の外観斜視図である。
【符号の説明】
１…リング本体
２…キャンバス
３…コーナーマット
４…ロープ
５…リングエプロン
６…床面
７…マット（衝撃吸収部材）
８…ベニヤ板（板材）
９…小型爆発物（爆発物）
１０…有刺鉄線
１１…地雷（爆発物）
１２…有刺鉄線
１３…ベニヤ板（板材）

(2)                           実登３００９５８９
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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】    身体の任意箇所に装着される時計にし
て、所望のビート音を発するメトロノーム機能及び、所
望のリズム演奏を行うリズムマシン機能を備えると共に
メトロノーム機能又はリズムマシン機能の実行時に、複
数台の時計のビート音又はリズムを同期可能としたミュ
ージシャン及びダンサー用電子時計。
【請求項２】    身体の任意箇所に装着される時計は腕
時計である請求項１記載のミュージシャン及びダンサー
用電子時計。
【請求項３】    同一のビート音又はリズムパターンを
プリセットした複数台の時計のビート音又はリズムの開
始タイミングを、スタート信号により同期させることに
より、複数台の時計のビート音又はリズムの同期手段と
した請求項１又は２記載のミュージシャン及びダンサー

用電子時計。
【請求項４】    スタート信号は電波又は光線により各
時計に送出される請求項１又は２記載のミュージシャン
及びダンサー用電子時計。
【請求項５】    スタート信号は時計に接続自在のケー
ブルから各時計に送出される請求項１又は２記載のミュ
ージシャン及びダンサー用電子時計。
【請求項６】    ＳＭＰＴＥのフレーム表示を可能なス
トップウォッチ機能を備える請求項１から５の何れかに
記載のミュージシャン及びダンサー用電子時計。
【請求項７】    メトロノーム機能又はリズムマシン機
能の実行時に、実行時のテンポに対応して光源の点滅を
行う請求項１から６の何れかに記載のミュージシャン及
びダンサー用電子時計。
【請求項８】    メトロノーム機能又はリズムマシン機
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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】  泳者の陸上における腕の筋力を測定する
腕筋力測定部及び足の筋力を測定する足筋力測定部と、
泳者の水中における体型による流れの抵抗力を測定する
水中体型抵抗力測定部と、泳者が泳いでいるときの推力
を測定する水中推力測定部と、これらの各測定部から測
定されて入力された筋力情報、抵抗力情報及び推力情報
を記憶されている比較用泳者の筋力情報、抵抗力情報及
び推力情報の各データーと比較して判断する比較判断処
理部と、比較判断処理部での判断結果を表示する表示部
とからなることを特徴とする泳者用トレーニング評価シ
ステム。
【請求項２】  泳者の水中における体型による流れの抵
抗力を測定する水中体型抵抗力測定部と、泳者が泳いで
いるときの推力を測定する水中推力測定部とは、同一の

ものからなる請求項１記載の泳者用トレーニング評価シ
ステム。
【請求項３】  比較判断処理部に記憶されている比較用
泳者の筋力情報、抵抗力情報及び推力情報の各データー
は、世界的な泳者のデーターである請求項１記載の泳者
用トレーニング評価システム。
【請求項４】  比較判断処理部に記憶されている比較用
泳者の筋力情報、抵抗力情報及び推力情報の各データー
は、同年代の標準的な泳者のデーターである請求項１記
載の泳者用トレーニング評価システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】この発明は、泳者の陸上における
腕と足の筋力、泳者の水中における体型による流れの抵
抗力、及び泳者が泳いでいるときの推力の各能力を、基

1 2

1010

資料４（10）

加藤　光宏
長方形



資料４（11）

加藤　光宏
長方形

加藤　光宏
長方形


	第２回～実践！特許出願書類の書き方（１）
	資料１：書式
	資料２：公報例
	縄跳び公開
	縄跳び特許
	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow


	資料３：権利範囲の解釈
	資料４：請求項例
	着物の帯結び
	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

	仮想口座
	たまごっち（特許）
	雪見だいふく
	納豆
	モグラたたき目覚まし時計
	ドクター中松の仏壇
	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

	大仁田厚
	小室哲哉
	鈴木大地




